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１．はじめに

教師、学習者（児童・生徒）、教材といった授業要素

は、音楽観、教育観、授業観、生徒観など多様な“観”

の集合体（信念の集合体）によって構成される i。そし

て、一人ひとりの教師が、いつどのような学校で、どの

ようなクラスと出会い、どのような児童・生徒と対話を

重ねるかといった教職経験を基盤とし、“観”が形成さ

れていく。

教育実践において、目標、教科内容、材・活動、教授

行為、学習者把握がそれぞれに密接な関係を持つことは

言うまでもないことであるが、とりわけ“観”は、教授

行為と学習者把握と強い関係を持っているii。それは、

学習者（学習集団や個）の質が教授行為に影響を与え、

それが“観”に影響を与えるということを意味するもの

である。さらに“観”は、学校文化や学級文化に影響さ

れつつ、実践的な経験の中で“できごと”と“出合い”、

“あこがれ”を持ち、“こだわり”を持つことで形成さ

れていくiii。

当然ながら、授業における活動は教師の活動であると

同時に児童・生徒の活動である。筆者らは、Vygotsky

（1896－1934）の活動論を拡張し、場や状況へと視野を

広めたEngestr・m理論を援用し、図1のような分析単

位を提出したiv。図1は、前述した授業の特性を反映し

た上でさらに、教師のライフヒストリー、児童・生徒の

時間的文脈や、仲間同士、学級文化などの空間的影響も

含み入れたものであるv。

例えば、三重大学教育学部附属中学校は、附属学校と

しての研究的機能を果たすべく、研究テーマに基づき定

期的な公開授業を行っている。その授業モデルの変容に

は、学校の研究テーマだけではなく、教師自身の実践に

対する問題意識が反映される。当然のことながら、教職

経験における“できごと”“出合い”や、教師の“あこ

がれ”“こだわり”が特別な授業（研究授業）に投影さ

れている。

筆者は「音を知覚する多様性を楽しみながら、アイディ

アの一貫性や普遍性を発見する場」を“音楽的場”とし、

その場（トポス）は、「自然な場所」としての性格と

「ものをそのうちに含む容器」としての性格をもつだけ

ではなく 、「熟知した即興性の型を自在に組み合わせて、

無限に新しいものを作り出す構造」と規定してきたvi。

本稿では、“音楽的場”の視座で中学校音楽科の研究

授業を捉え直し、授業モデルの変容に内在する教師の

“観”を照射することを試みたい。

２．研究授業の変容

川島（以下、Tとする）は、三重大学教育学部附属中

学校への着任以来14年間、ソプラノ､アルト､テナー､

ベースのパートリーダーを中心とした「生徒による生徒
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図１．授業の分析単位（森脇、根津、2009）

“音楽的場”としての音楽科授業

～教師の観を中心に～

根津知佳子＊・川島 雅樹＊＊

時間数削減、行事の増加、教員配置不足等の中学校音楽科の現代的な課題を抱えながら、歌唱・器楽・創作・

鑑賞の活動領域のバランスの取れた授業実践を展開するためには、一人ひとりの教師の力量が問われることにな

る。教師の授業スタイルは、学校文化と関わりを持ちながら変容していくが、最も影響を受けるのは学習者（児

童・生徒）との相互作用であり、教師は、学習者との対話を基盤に教育内容や方法を探求している。本研究では、

エンゲストロームの活動理論を援用した仮説モデル（森脇・根津,2009）を用いて中学校音楽科の授業における

学習観、学力観が形成されるプロセスを検討した。
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のためのグループ活動」を展開している。年間を通して

合唱にかかる時間数が多いこともあり、あえて定期的な

研究授業では、音楽科教育の抱える今日的な課題と、当

該校が抱える固有の課題を踏まえた上で、器楽、鑑賞、

創作のコラボによる授業モデルを創出し、公開している

（表1）。

近年のA～Dの授業（表1）は、教育学部附属学校と

しての機能を担い、学校全体の研究テーマを基盤として

考案されたものであるが、視点を換えて4つの授業を

“音楽的場”として捉えた場合に、それぞれの授業構造

には、「発見の場」「自然な場所」「即興性を重視した創

出の場」という特徴が内在しており、Tの“こだわり”

が投影されていると考える。

例えば、表1のA（鑑賞：オペラ）の授業において

は、生徒の生活世界にTが歩み寄り、オペラの印象を

確認した上で、知識（劇場、総合芸術、作品内容）を伝

え、生徒の生活世界へ還元するというスパイラルな学び

が展開された。オペラという用語は知っていても、馴染

みがなく高尚なものという生徒のイメージを確認すると

ころから始まり、演奏会場、舞台美術、メイク（化粧）

など鑑賞者を育成する筋立てで授業が展開していった。

おそらく、たった1回であってもこのような体験をした

生徒は、オペラの鑑賞を楽しむことができるようになる

であろう。

B（歌唱）では、日本古来の名曲のハーモニーの表現

活動に加えて、副旋律をアレンジし発表するという学び

が展開された。芸術作品（夏の思い出、赤とんぼ）と対

峙することで、その作曲技法や作詞技法の卓越性に触れ

る体験をするだけではなく、芸術歌曲のアレンジを通し

て、何気なく歌っていた曲を作曲者や編曲者の視点で捉

え直すことによって、作品における経験が再構成された

ことになる。古いモノを壊し、新しいモノに作り替えて

いく、つまり、文化の継承と創造者を育てる自然な場で

あった。

それは、C（歌唱・創作）に受け継がれ、高校生を中

心に流行している“ハモネプ選手権vii”を教室に持ち込

む、という取り組みへの挑戦につながった。TV等で展

開されている同世代の流行と、合唱がさかんであるとい

う学校文化を融合することによって、実は日々教室で取

り組んでいる活動と世の中の流行は密接につながってい

るということを意識できるようなしくみとなったと考え

られる。

D（器楽・創作）では、TV等のコマーシャルを使っ

てアルトリコーダーの運指の確認をした後に、T自身が

考えた標語CM音楽「ついに出ました！防犯ブザー」

を導入に使った（図 2．参照）。Dでは、日常世界にあ

るコマーシャルの特徴（短く、シンプルで印象的なフレー

ズであること）を念頭に置かなければ活動ができないよ

うな構成であった。

AからDの授業アイディアは、Tの“ひらめき”に

よるものであるが、「教室の外に開かれている」という

共通性を持っている。

活動が外（コミュニティ）に開かれているということ

は、固有の文化やルールの学びを含むことになる。例え

ば、オペラの鑑賞のためには、劇場やステージの構造や

楽曲の構成等のルールを学ばなければならない。歌曲を

アレンジするためには、その技法を知る必要がある。ま

た、作曲をするためには、イメージを記号化するための

知識や技能が必要になる。

以上から、Tは、「生徒が何をどのような材を通して

学ぶか（図 3左：主体＝対象＝媒介人工物）」を考える

根津知佳子・川島 雅樹
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題材名
実施日

クラス
学び

D

中間公開

研究会

アルトリコーダー

（創作および表現）

特許申請「わた

しだけの CM 音

楽」

2013年

11月12日�

2年B組

音楽を奏でる仲

間と接すること

により、音楽を

愛好し、その質

的能力を高める

ことができる生

徒の育成

C

公開

研究会

心の歌「赤とん

ぼ」「夏の思い出」

（三重大附属版：

ハモネプ選手権）

2012年

11月18日�

3年B組

話し合いを含め

た表現活動が、

新しい体験や出

会いとなり、生

徒同士、さらに

教師とともに音

楽を奏でる喜び

や学びと感じ、

お互いにつなが

りあう力が伸び

ることができる

その過程

B

ミニ公開

研究会

心の歌 混声二

部合唱曲「花」

2012年

6月26日�

3年C組

A

ミニミニ

公開

研究会

オペラに親しもう

Ⅰ（魔笛および

カルメンの序曲か

ら）

2012年

2月14日�

2年A組

表現活動を通し

て他者（仲間・

教師・社会）と

ともに音楽に親

しみ、音楽を奏

でるためにとっ

た手法を音楽の

学びと感じ、お

互いに伸びるこ

とができる、そ

の過程

表1．川島雅樹教諭による公開授業

図2．Tの提示した「ついに出ました！防犯ブザー」



時に、コミュニティを視野にいれた教材研究を行ってい

ることが確認できる。それは、生徒の興味関心を含めた

現状と日常世界を視野に入れていることから（図3左：

白矢印↓）、学びには必然的にルールの学習が含み入れ

られることを指し示している。（図3左：白矢印←）。

３．学びの構造

授業の特徴のひとつに少人数（4人）によるグループ

学習がある。Tは、「音楽科で学びが生じるとは、全体

学習の場とグループ学習の場が相まって、学びの柱が形

成される過程と考えている」とし viii、大グループ（20

人程度）、中グループ（10人程度）、小グループ（4～3

人程度）のグループ学習の場と全体学習の場を交互に繰

り返すことにより、授業での新しい課題が芽生え、クラ

ス一体となった学びの質の高まりを目指している（表2）。

表2の下線にあるように、自分の考えと異なる意見に触

れることにより、学びが深化している様子がうかがわれる。

Tの授業の特徴は、どの活動も優劣がつきにくい活動

であることである。ピアノを習っている生徒も合唱クラ

ブの生徒も、オペラの知識やアレンジの技法やアルトリ

コーダーの技能は、「学校で、教師と仲間とでしか学べ

ない」ものである。このような活動の平等性が授業モデ

ルの特徴である（図3矢印→）。

グループ学習では、単に言語活動が充実させるだけで

はなく、「教え＝学ぶ」構造が内在している。ともする

と音楽的経験の豊かな生徒がグループ活動のリーダーを

取りがちであるが、「分からないことは、分かる人に聞

く」「できないことは、できる人に聞く」ということが

自然に行われている。

一方で、“ハモネプ選手権”“特許申請CM”という

活動には、当然、表現活動（発表、公表）が組み込まれ

ている。最後には、一人で発表しなければならないため、

表現への抵抗がある場合には、挫折感を味わうという危

険性もはらんでいる。しかし、TV等で流行っている活

動であるために生徒がイメージしやすい点、また、何よ

りも活動自体に競争原理が内在しており、それが生徒達

の内発的動機付けになっていることにより、積極的な表

現活動が展開された。もちろんT自身「音によるコミュ

ニケーションを通して、生活や社会と豊かにかかわる態

度をはぐくみ、生活を明るく潤いのあるものにする音楽

の役割を実感させるような指導を重視してはどうか ix」

という指針を視野に入れているが、Tの授業モデルにお

いて、生徒の生活世界や学校文化と融合しているという

特徴は、「熟知した即興性の型を自在に組み合わせて、

無限に新しいものを作り出す構造」を軸にしている点が

特徴である。

４．音楽の学び力

ここで、Tの転機のひとつとなった、2007年度4月

から11月に実施された小中連携による“ワークショッ

プ授業”での“観の転換”を確認する。Tは、それ以前

の授業について、「これまでの研究授業だと､筋書きの

あるドラマみたいな感じなんで､ここで山場が来てって」

と述べ、ワークショップ授業を ｢筋書きのないドラマ｣

と表現しているx。共同研究者の桂は、グループ編成の

工夫、自由度の高い教材の導入などのT自身の教育観

が、ワークショップモデルの授業を構築するのに適して

いることを評価している。Tは、このワークショップ授

業を含めて「“つながりあう力がつく授業”では、人と

人のつながりにより思わぬ活動的な場面を生み出すこと

があった。仲間によって生み出された音楽により、集い

の空間が感動的な集団の場の空間に変化していったかも

しれない」と省察しているxi。

ワークショップ以降、「集う仲間によって生みだされ

る様々な工夫やテクニックが目にみえてわかるものであ

り、それが子どもたちの活き活きとした表現活動そのも

のである」とし、次の段階として、「多様な音楽表現を

感じとること」「創意工夫をして表現する能力を高める」

ことを目標とし、リズム創作や和楽器を題材とした授業

研究を行ってきた（図4右：矢印←）。

“音楽的場”としての音楽科授業
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図３．学びの拡大

表２．授業の振り返り

生徒1：自分の登場する人への考察や思いと違う考えがわ

かって、「自分はこう思っていたけれど、こういう考えも

あるんだな?」というように、他の人の考えなどが、学び

あえたと思います。音楽に対する気持ちなども音で表現さ

れているので、この人がこの音楽を聞くとどういう気持ち

になるのかも学びました。

生徒2：4人グループで曲を聞いていると、自分が気づか

なかった部分も4人で話すこともできるし、自分の意見も

きちんと言えました。モーツアルトの「魔笛」では、ひと

りだと登場人物について、あまり深く考えられないけど、

4人だと登場人物について深く考えられたので、授業がよ

り楽しく受けることができました。



もちろん、授業を開拓する転機は、日々の実践にもあ

る。谷川俊太郎作詞、木下牧子作曲の『春に』の冒頭の

「この気持ちは何だろう、この気持ちは何だろう」の歌

詞解釈をする時に、生徒自身に心のわだかまりを考えて

欲しいと願い、大きな洗面器に墨汁を垂らしてグラデユ

エーションを示し「これを曲に表して」と指示したとい

うエピソードがある。これに象徴されるように xii、「個

人の趣味の延長が学校で学ぶ音楽の楽しみではなく、人

との関わりがある学級というなかで、いかに音楽の美し

さを感じ、楽しむことができるか」を重視し、教材を

「いかに美しいと感じるのか、あるいは癒される音楽と

感じるのかが大切である」ことを大切にしているxiii。

近年では、一人ひとりが本音で語り、聴きあい、音楽

の美しさを求める生徒を目指し、集中力、持続力、継続

力、気力、忍耐力、根気力、元気力の7つを「音楽の学

び力」と規定し、この7つの力を生徒も意識できるよう

に、教室の正面に掲示している（図5）。

例えば、2012年度に実施した生徒アンケートの分析

では、持続力、継続力、忍耐力、元気力が40％程度で

あることについて、生徒たちを取り巻く日常の煩雑さと

生徒集団の環境を挙げている。この現状を受けて、音楽

科で真正の学びを成立させるために、前述したような全

体学習の場とグループ学習の場を組み合わせた授業構成

をするなどの工夫をするだけではなく、授業における即

興性を重視したことになる｡｢ああ､この子たち､音楽

してるんやな｣とは､ワークショップ授業の内的経験に

ついて語るT自身の言葉であるが xiv、表現を楽しむ生

徒たちと同じように、表現を楽しむひとりの大人の学習

者として存在している点も特徴である。

５．音楽の学力

赴任13年目の平成25年度には、協調性、自主性、継

続力、心のあり方をキーワードとし、「音楽を奏でる仲

間と接することにより、音楽を愛好し、その質的能力を

高めることができる生徒の育成（表1）」を音楽科の学

びとして規定したxv。具体的に、授業に取り組む姿勢と

して、次の2点をあげている、

① 音の本質を高める。

② そのために生徒が与えられた課題を真剣に考え、

仲間とともに高めあっていく力を身につける。

その方法として、音楽の基礎的用語を楽曲の中で少し

ずつ学び覚えながら、音楽の学力と仲間との協調性を少

しずつ高めていくことを目指すような工夫をしている。

そのような視座で活動を捉えると、自然な形態で佐藤学

が言及する「ジャンプする学び（図6）」が材となって

いる授業群であることを再認識することができる。

平成26年度は、「仲間と一緒に活動することで、幅広

く音楽を愛好し、その質的能力を高めることができる生

徒の育成」を研究テーマとし、前年度に引き続き以下の

2つをサブテーマとして掲げている。

① 人前で堂々と表現（発表）できる力

② 仲間との協調性の育成

「人前で堂々と表現できる能力」を「音楽の学力」と

規定する背景として、Tは、「学級集団づくりとともに

実技の能力をあげることを重視したい」と述べている 。

思春期の発達課題を考えると、ハードルが高いような印

象を持つが、「学校で」「仲間と」「教師と」学ぶからこ

そ、一人ひとりに身につけて欲しいという教師の願いが

込められていると考えることができる。視点を変えるな

らば、「人前で堂々と表現できる」ということは、その

表現を受け止める「聴き手の育成」は、教師側の力量を

問われるだけではなく、責任となる。思春期には、予期

根津知佳子・川島 雅樹
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図4．教師の学びの拡大

図５．T直筆の音楽の学び力

図6．研究テーマ



不安のひとつであるStageFright（あがり）や変声など

の繊細な課題を抱えることになるが、一度でもネガティ

ヴな経験をすると、表現に対する抵抗が増すだけではな

く、表現そのものを拒否するということもあり得ること

を視野に入れると、全員に「人前で堂々と表現できる能

力」を獲得させるために、教師は、相当のエネルギーを

投入する必要がある。

これが、Tの授業において“音楽的場”の特性である

「自然な場所」を最も満たしている部分である。何より

も、図4の教師側にも、教師のコミュニティ（附属中学

校における教科の位置づけ、研究テーマ等）、ルール、

分業などの広がりがありながら、あくまでも子どもへと

視点を移している点もTの授業の特徴といえる。

６．観の形成

教師は、自らの教育観、音楽観、教材観等の信念の集

合体を基盤に日々の実践を展開している。例えば、赴任

当時の信念と変わらない部分も存在するであろう。しか

し、時代とともに、生徒や学校の実態も変容し、音楽の

授業の抱える問題（行事の増加、時間数、人的配置等）

も厳しくなっていくからこそ、目の前の生徒との対話を

通して音楽科における学習観、学力観が形成されていく

と考えられる。

一方で、Tの考える学力を向上させるためには、図3

および4のコミュニティ、ルール、分業について、教師

自身の“引き出し”が問われることになる。

図3および4は、水平的な空間軸として示しているが、

教職経験などを含み入れ、時代性、年代性を視野に入れ

ると、図7のようなモデルを提示できる。点線矢印の集合

体が“観”であり、いわば、教師としてのアイデンティティ

が確立するプロセスをイメージしたものといえようxvi。

７．授業モデルとしての応用に向けて

本稿では、研究授業という特別な授業の変容を概観し

たが、ここでは日常への応用について検討する。音楽科

の現状について、杉江らの調査（2012）は、次のように

整理しているxvii。

① 在職年数が長い教師ほど、教科書使用率が低くなっ

ている。

② 年間の活動領域の比率は、器楽領域が20.1%、歌

唱領域が 51.5％であり、合唱が全体の 38.3％を占

めている。

③ 中学校教師のうち、歌唱領域の配分率が平均以上

のグループは教科書使用率が低い。

④ 鑑賞領域（17.0％）と創作領域（4.2%）の配分率

が平均以下のグループは、教科書使用率が低い。

⑤ 読譜・記譜などの指導の平均は、6.2％である。

これらの現状を踏まえると、Tの考案した授業モデル

は複合的な活動領域を含むため、前述の課題の解決に寄

与するものと考えられる。

一方、学力観に関する調査においては以下のようにま

とめられる。

① 中学校教師の7割近くが、音楽科は学力の個人差

が大きな教科であると捉えている。

② 4分の3が、すべての子どもに一定の基礎的能力

をつけることを重視すべきと考えている。

③ 上記のように考える教師の方が、教科書使用率が

高い傾向にある。

以上の現実的な課題を踏まえると、現段階でのTの

授業モデルは、熟練教師による解釈志向的授業に属する

と考えることができる。そこで、この授業モデルが普遍

性を持ち、あらゆる教師への適用が可能になるために、

いくつかの解決すべき問題について整理する。

まず音楽の学力として規定した「人前で堂々と表現で

きる能力」に関する規準・基準を明確にすることによっ

て、一層具体的に育成するべき力量を明確にすべきであ

る。第二に、“音楽的場”における本質的な学びは、「音

を知覚する多様性を楽しみながら、アイディアの一貫性

や普遍性を発見すること」である。そのためのレディネ

スを明確にすることが急務である。

さらに、小学校の音楽科教育において、中学校の音楽

科の教育内容を視野にいれた実践をどのように行うか、

附属学校の機能を活かして小中一貫の音楽科教育カリキュ

ラムを追究することが今後の課題となる。

以上、仮説モデル（森脇・根津，2009）を用い、教師の

観の形成プロセスを検討した結果、仮説モデルには、

「学習の拡張プロセス」を可視化する機能が内在してい

ることが示唆された。今後は、仮説モデルの応用を視野

に入れ、さらなる事例検討を重ねる必要があると考える。

“音楽的場”としての音楽科授業

―17―

図7．教師の観の形成（森脇・根津、2009）
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